
( 3 ) ，省エネに有効な技術として有望視されている．
これまで製品の差別化を目的として，自己熱再生を各種
製品に適用する検討をしてきた．ここでは，検討結果の一 - ( b )））

では，余剰熱をもったプロセスガスを圧縮することで断熱
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2 回収プロセス，汚泥乾燥プロセス，海水淡水化プロセスへの適用を検討した結果，シミュレーションで
20～ 95∵
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温度を上昇させる，または沸点上昇させることで熱交換温
度差を生みだすことができる．さらに，熱回収後のプロセ
スガスから圧力エネルギーを回収することができる．その
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がある．その大部分は二塔間の熱交換器で熱回収さ
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乾燥物の対象として汚泥を想定し，回転式加熱炉を用い
た自己熱再生乾燥プロセスを第 6 図に示す．本プロセス
のポイントは， ① 
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